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■ 中秋の名月
　先々週の 9 月 13 日は旧暦の 8 月 15 日にあたり、中
秋の名月でしたね。当日は満月ではありませんでしたが、
空を見上げてお月見を楽しんだ方もいらっしゃることと
思います。同じ日、中土佐町久礼地区では土佐の三大祭
にも数えられる久礼八幡宮秋季大祭が行われ、御神穀様
（おみこくさん）や御神幸（おなばれ）など、伝統的な
祭事を一目見ようと多くの観客が訪れました。そんな由
緒ある祭事の中でも中秋の名月の前日、今年は 9 月 12
日に行われた御神穀様について紹介します。

■ 御神穀様
　9 月 12 日深夜、いつもは静かな港町にパチパチと音
を立てながら燃える大松明と太鼓の音、威勢のいい男た
ちの声が響きます。大祭がいつから行われるようになっ
たのかはっきりとしたことはわかっていませんが、祭事
に使われる道具に「それまで使用していた面が古くなっ
たので新しく作る 正徳元年（1711 年）」との記載が残っ
ているため、そこから逆算して 1500 年代には行われて
いたと考えられています。そもそも御神穀様は大祭で行
われるいくつもの祭事のなかの一つで、御神穀（飯や餅、
麹）と、その飯と麹で作る一夜酒を神様に奉納すること
を目的に行われます。港町のイメージが強い久礼ですが、
「穀」という字からも分かるように五穀豊穣を感謝、祈
願する農業のお祭りなんです。御神穀様はその年の頭屋

（祭りを行う中心的な人物）宅から大榊や松明、御神穀
などを持った総勢 100 名ほどの行列が出発、途中太鼓や
見物客を加えながら八幡様まで町を練り歩き、午前４時、
社殿に入り米と餅、一夜酒を奉納するいう流れで行われ
ます。その他にも、旧暦の 7 月 30 日、新月に合わせて
行われる御籠（おこもり）祭や、翌日に行われる奉堂立
祭など、新月から満月までの約 2 週間にわたって、全部
で 9つの祭事が行われます。

■ 大松明
　見物客のお目当ての一つが約 50 人の男たちによって
担がれる大松明。全長約 5～ 6ｍ、重量は約１ t といわ
れる巨大な松明が町を練り歩く様は勇壮です。途中で大
松明を倒すことは恥だとされ、担ぎ手は息を合わせてバ
ランスが崩れないよう慎重に進みます。大松明は御神穀
を先導するためのもので、かつては今ほど大きいもので
はなかったと言いますが、戦後あたりから今のような大
きさになったと言われています。また、神事の際には一
夜酒を作る巫女さんの手元の灯りとして使われ、役目を
終えた後は社殿から放り出されるのですが、大松明の燃
え残りは神棚に飾ると無病息災のご利益があるとされて
おり、「熾き拾い」といって見物客は燃え残りを奪い合
います。奪い合う光景はさながらバーゲンセールのよう
で、見ていてちょっと面白いですよ。実は大松明は社殿
に入ったあと一度境内に出ていくのですが、あれは一夜

↑大松明が進む様子
火の粉舞う港町の伝統行事　おみこくさん
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■ 四万十リバーフェスティバル 2019 ～今年最後の夏休み～　
　9月 29日（日）に四万十市のカヌーとキャンプの里かわらっこで
四万十リバーフェスティバルが開催されます。大人 2000 円、子ど
も 1000 円で SUP やカヌーの体験、スラックラインやヨガなども楽
しめます！その他にも、幡多地域のよさこいチーム「幡多舞人」の
演舞や、フォトコンテストなど、川のレジャー施設ならではの楽し
い企画が盛りだくさんですので、是非かわらっこにお越しください！

【開催日】2019 年 9月 29日（日）
【場　所】カヌーとキャンプの里かわらっこ
【時　間】9：00～ 15：00
【料　金】大人：2,000 円　　子ども：1,000 円
【問合せ】四万十リバーアクティビティ連絡協議会（withRIVER）
　　 　TEL：0880-49-0119　Mail：withriver.info@gmail.com

酒を作るための水をとりに行くためなんだそう。一つ一
つの動きの意味を知ったうえでみると、また面白いです
よね。

■ 600 年の誇り 
　大松明と並び、喧嘩太鼓も見どころの一つ。御神穀様
では、道中で 1 回、浜で 1 回喧嘩太鼓が行われます。若
者たちが大声を張り上げながら大きな太鼓を激しくぶつ
け合う姿は見ていて本当に圧倒されるのですが、太鼓を
担ぐ若者はみんなベロベロに酔っ払っており、動きなど
いろいろ荒々しいので、見るときは少し離れて見るよう
にしてくださいね。　
　かつては隣の上ノ加江や安和からも御神穀が出ていた
そうですが、今は久礼地区のみに。祭りの中心となる頭
屋の数も年々減り、各地区から出る太鼓の数も減ってき
ていますが、それでも約 600 年もの間古くからのかたち
をほとんど変えずに現在も続いてます。久礼の人々がい
かにこのお祭りを誇りに思い、大切にしてきたかがよく
わかりますよね。
　今回の清流通信を書くまでは、御神穀様は港町らしい
勇壮で豪快なお祭りだというイメージがかなり強かった
のですが、御神穀様だけでなくさまざまな祭事が行われ
ることやそれぞれの祭事の意味、長い歴史を持つアツい
お祭りであることがわかり、来年からは今までとは違う
感覚で見られるのではないかと思います。午前 0 時過ぎ
から午前 4 時半頃までと、なかなか起きていられない時
間帯ではありますが、是非一度見に行ってみてはいかが
でしょうか。

↑八幡様へ向かう行列

↑喧嘩太鼓と見物客

↑入殿する大松明


